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ミトコン ドリヤの酸素代謝か らみた長時間
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研 究 発 表

1)論 文

1)田 村正秀、竹内章二、鮫島夏樹、田村守:心 筋細胞内酸素代謝か らみ たCa拮 抗

剤(diltiazem)の 働き、医学 のあゆみ131:608,1984.

2)田 村正秀、竹内章 二、高木勇 ほか=人 工血液の心筋保護への応用:特 に ミトコ ン

ドリアの酸素代謝 か らみた検討。呼吸 と循環33=403,1985.

3)田 村正秀、竹 内章二、橘 秀光 ほか=細 胞内酸素濃度 を指標 と したCrystalloid

Cardioplegiaの 評価、 日胸外会誌33:719,1985.

4)田 村正秀、竹内章二、橘 秀光 ほか:心 筋細胞内酸素濃度 とPGI・ の効果 、 医学

の あゆみ133=872,1985.

5)田 村正秀、竹 内章二、橘 秀光ほか=再 灌流時心筋傷害 に対す る活性酸素の役割

心筋 の構造 と代謝7:25,1984.

6)竹 内章二、 田村正秀、久保良彦 、鮫島夏樹1プ ロス タサイク リンの心筋 に対す る

効果 、心筋 の構造 と代謝7=619,1984.

7)田 村正秀、橘 秀光、竹内章二ほか=分 光計測法を用 いた心筋酸素動態の検討。

呼吸 と循環 投稿中。

8)田 村正秀、橘 秀光、竹内章二 ほか=近 赤外光を用い る脳代謝無侵襲測定の新 し

い試み。 呼吸 と循 環 投稿 中。

1)口 答発表

1)田 村正秀 ほか=細 胞 内酸素濃度 を指標 と したCrystalloidCardioplegiaの 評価。

第37回 日本胸部外科学会(シ ンポ)1984年10月

2)田 村 正秀 ほか=分 光計測法を用いた心筋酸素動 態の検討。

第25回 日本脈管学会1984年11月

3)田 村 正秀 ほか:分 光計測法を用いた心筋保 護法 の検討。

第85回 日本外科学会1985年4月

4)橘 秀光、田村正秀 ほか=Ca拮 抗剤 を用 いた心筋保護の実 験的検討。

第39回 日本胸部外科学会1985年10月

5)田 村正秀ほか=光 学 的手法を用いた組織酸素代謝の検討、 と くに無侵 襲計測 をめ ざ

して。第23回 日本人工臓器学会1985年11月
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研 究 成 果

抗

ン
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学

ヒ割

〔目 的〕

心臓、脳などの組織酸素代謝を無侵襲で連続的に測定する試みは光学技術の応用により

可能である。循環系より組織への酸素供給と酸素消費のバランスを解析するために細胞内

酸素濃度を測定する事が最 も重要である。本研究では、心筋に含まれる ミオグロビン、 ミ

トコンドリヤのチ トクローム酵素類の光の吸収変化が酸素濃度を反映する事実を利用 し、

光学技術を用いた組織酸素濃度測定法の確立をめざ した。この独特な方法論を駆使 し、心

筋虚血の病態把握、虚血に対する有効な心筋保護法の検討を進める事を目的とした。 これ

らの研究は、主に可視領域での光学技術(分 光技術)の 確立と応用をめざしたもので、こ

の経験をもとに、新たに近赤外領域での生体組織に対する光学測定技術の開発を意図する

ものである。

一
る

O
す

斤し

呼価。

をめざ

研 究 経 過

昭和54年 度科学 研究費 の配分 の もとに二波長分光測定装置を試作 し心筋保 護の実験 的検

討 を開始 した。 ラッ ト灌流心臓を対象に心筋 ミオグロ ビン、 チ トクローム酸化 酵素の吸収

変化を測定 し心筋細胞内酸素濃度の二波長分光技術 の確立をめ ざ した。 これ らの成 果は、

論文1～6に 公表 した。 さらに これ らの研 究を通 じ、近赤外領域での生体 組織 分光技術 の

開発の基礎的 データーを集積 して来た。幸い昭和59年 度 の科学研究補 助金 の配分を受け、

これを もとに生体用近赤外分 光々度計の試作 を行 ない、生体組織での酸素 濃度 測定 を試み

ている。

近赤外分光測定装置は、可視部か ら近赤外領域 に至 る広範囲の使 用を考慮 し試作 した も

のである。 しか し、①近赤外領域(700～1200nm)の 検 出感度の低下、②組織透 過光 の

大 巾な減衰などの問題点 か ら、今回の装置は、測定域 を～900nmま でに とどめた。実際

の測定には大 きな検 出感度 巾を要す るため、光子計数法(photoncounting)を 採用 し、

二波長分光 と組合せ た。検出器の感度 は、 ラッ ト頭蓋透過光で、～30万 カウ ン ト/秒、暗電

流値400～600カ ウ ン ト/秒 に比 し良好 なS/N比 が得 られ、0～106カ ウン トまで直線性

を保持すべ く回路設計を工夫 した。私共 の装置で は可視部を含め、700～880nm前 後 の

近赤外領域の測定にはほぼ満足すべ き結果 を得てい る。 本装 置を用いた ラッ ト頭 蓋透過光

の測定成績は、第23回 日本人工臓器学会で発表 した。現在 、心臓 を対象 とした透 過法によ

る無侵襲測定を試みてお り、近 日中に発表予定であ る。 さ らに近赤外分光法 を応用 した脳

組織酸素代謝の光学測定 を臨床 に応用すべ く検討 を進めてい る。
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